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国土交通省河川局治水課国土交通省河川局治水課
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平均平均 1.81.8 回回

S51～62

平均平均 2.02.0 回回

S63～H9

平均平均 3.73.7 回回

H10～19

2. １時間降水量１００１００㎜以上の年間発生回数（１０００地点あたり）

1. １時間降水量 ５５００㎜以上の年間発生回数（１０００地点あたり）

平均平均 162162 回回 平均平均 238238 回回

H10～19

平均平均 177177 回回

S63～H9S51～62

182※

資料）気象庁資料より作成

・１時間降水量の年間発生回数

・全国約1300地点のアメダスより集計

・1000地点あたりの回数

※H20は９月２日までのデータによる

HS

HS

平成２０年の雨の特徴

「大雨の発生回数」に比べ、短時間強雨の発生回数の多さが目立った。「大雨の発生回数」に比べ、短時間強雨の発生回数の多さが目立った。

時間50mm以上の雨は『非常に激しい雨 』
時間80mm以上の雨を『猛烈な雨 』と表現され、
視界が悪く車の運転等に危険を生じる。

出典：気象庁HP雨の強さと降り方より

集中豪雨の発生が増加している

最近10年（H10-19）と

約３０年前(S51-62) を比較すると

時間50mmの豪雨は、約１．５倍

時間100mmの豪雨は、約２．１倍

に増加

※気象庁資料より １時間50ミリ以上の発生回数 日雨量200ミリ以上の発生回数

「大雨」の発生回数は極端に少なかった「非常に激しい雨」は例年に比べ７月は少なく、８月は多かった
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■８年ぶりに台風上陸ゼロ（１０月１９日時点）

統計開始の１９５１年から約６０年間でみる
と９月末時点で台風上陸がゼロだった年は４回。

２０００年以来８年ぶりとなった。

（４回のうち１回は１０月に上陸あり）

台風上陸回数（※気象庁資料より）

年 回数
2004 10

1993 6

1990 6

年
2000
1986
1984

◆年間台風上陸数がゼロの年

◆台風上陸数が多い年（上位３年）

２００４年（過去最多）
上陸数：１０個

上陸数０回

上陸ゼロ
（10月19日時点）

近年の降雨の傾向

平均上陸回数：３回
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局地的豪雨・急激な水位上昇の事例

■大野川水系浅野川（石川県金沢市）
芝原橋雨量観測所（金沢市）において時間雨量１１４ｍｍ
を記録。浅野川の天神橋観測所では、１時間に約１．８ｍ
の水位上昇を観測。
この集中豪雨により浅野川がはん濫し浸水被害が発生した。

■大野川水系浅野川（石川県金沢市）
芝原橋雨量観測所（金沢市）において時間雨量１１４ｍｍ
を記録。浅野川の天神橋観測所では、１時間に約１．８ｍ
の水位上昇を観測。
この集中豪雨により浅野川がはん濫し浸水被害が発生した。

7月28日 7時30分 7月28日 8時30分

■狩野川水系黄瀬川（静岡県長泉町ほか）
赤塚雨量観測所（御殿場市）において１時間雨量６４ｍｍ
を記録。黄瀬川では２０分間に約３．２ｍという急激な
水位上昇を観測した。

■狩野川水系黄瀬川（静岡県長泉町ほか）
赤塚雨量観測所（御殿場市）において１時間雨量６４ｍｍ
を記録。黄瀬川では２０分間に約３．２ｍという急激な
水位上昇を観測した。

7月4日 5時40分 7月4日 6時00分

■都賀川水系都賀川（兵庫県神戸市）
鶴甲雨量観測所（神戸市）において１０分間雨量２４ｍｍ
を記録。都賀川では１０分間に約１．３ｍという急激な
水位上昇により児童３人を含む５人が亡くなった。

■都賀川水系都賀川（兵庫県神戸市）
鶴甲雨量観測所（神戸市）において１０分間雨量２４ｍｍ
を記録。都賀川では１０分間に約１．３ｍという急激な
水位上昇により児童３人を含む５人が亡くなった。

7月28日 2時14分 7月28日 2時58分
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計画高水位を越えた水系計画高水位を越えた水系 なし （延べ ４水系 ４河川）

はん濫危険水位を超えた水系はん濫危険水位を超えた水系 延べ ７水系 ８河川（延べ２３水系 ２８河川）

避難判断水位に到達した水系避難判断水位に到達した水系 延べ１２水系１８河川（延べ３８水系 ５８河川）

はん濫注意水位を超えた水系はん濫注意水位を超えた水系 延べ４３水系７３河川（延べ９７水系１７０河川）
注１）計画高水位、はん濫危険水位及び避難判断水位は、はん濫注意水位を超えた河川の内数

注２）（）書きは平成19年の実績

■国管理河川での出水は例年に比べ少ないが、局地的豪雨に伴う急激な水位上昇による

■洪水被害や水難事故など中小河川における被害が目立った。

平成２０年１０月２０日時点
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延べ河川数

はん濫注意水位超過河川の比較

平成２０年の国管理河川の出水は、過去５年平均の約半分以下。
平成２０年は都道府県管理の中小河川での出水被害が目立った。

国管理河川の出水状況

あさの

と が か の き せ ながいずみ
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１万戸を超える家屋が河川のはん濫等により浸水１万戸を超える家屋が河川のはん濫等により浸水

平成２０年１０月１７日時点

◇住家被害計（棟）13,884 ◇床上床下計（棟）13,767

※１ 愛知県名古屋市の住家被害（半壊１世帯、一部破損１世帯、床上浸水1,149世帯、床下浸水8,060世帯）は未計上

備考

死者数
行方不明

者数
全壊 半壊 一部損壊 床上浸水 床下浸水 発表日時等

6月19日～28日／梅雨前線
※四国・九州地方

1 0 1 0 7 108 522

6月25日13時00分時点　佐賀県調べ
10月8日時点　熊本県調べ

6月30日17時00分時点　徳島県調べ
6月29日18時48分時点　高知県調べ

7月5日／大気の不安定による局地豪雨 0 0 0 0 0 10 106 7月5日16時00分　広島県調べ

7月28日／前線性豪雨 6 0 6 16 61 536 2,464 9月9日18時00分　消防庁調べ

8月26日～31日／平成２０年８月末豪雨（※１） 3 0 5 1 18 1,617 8,071 9月10日21時15分　消防庁調べ

9月2日～3日／低気圧に伴う大雨 0 0 0 0 0 25 151 9月10日21時15分　岐阜県調べ

9月17日～／台風１３号 0 0 2 0 0 11 146 9月19日16時00分　宮崎県調べ

合計 10 0 14 17 86 2,307 11,460

災害要因

人的被害（人） 住家被害（棟）

関東関東
地方地方

■平成２０年の主な風水害による一般被害状況

８月２６日～３１日／平成２０年８月末豪雨
最大１時間降水量の観測史上第１位を更新する記録的な雨を観測

河川のはん濫などにより
４，０００棟を超える浸水被害が発生

本州上に停滞していた前線に向かって南から非常に湿った空気が流れ込み、関東地方の各地で最大１時間降水量の
観測史上第１位を更新する猛烈な雨を観測した。

この雨により利根川支川女沼川の堤防決壊をはじめ関東地方の各地で河川が氾濫するなどし、家屋の全壊１棟、一
部破損１１棟、床上浸水４８０棟、床下浸水３,８６２棟の被害となった。

（平成２０年９月１０日２１時１５分時点消防庁調べ）

めぬま こが

▲女沼川の堤防決壊状況（茨城県古河市） ▲古河市内の浸水状況（茨城県：女沼川のはん濫による）
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北陸北陸
地方地方

７月２８日／前線性豪雨
時間雨量１００ｍｍを超える猛烈な雨を記録

河川のはん濫などにより
石川県、富山県を中心に２,０００棟を超える浸水被害が発生

北陸付近にあった停滞前線が南下し、２８日未明か
ら降り始めた雨は、芝原橋観測所（石川県金沢市）で
時間雨量１１４mmを記録するなど、北陸地方で猛烈
な雨を記録し、石川県が管理する浅野川がはん濫する
など金沢市において２,０００棟を超える浸水被害が発
生した。

この雨により北陸地方では、家屋の全壊６棟、半壊
１６棟、一部破損５４棟、床上浸水５１３棟、床下浸
水１,８６７棟の被害となった。

（平成２０年９月９日１８時時点消防庁調べ）

▲浅野川のはん濫状況（石川県金沢市）▲浅野川のはん濫状況（石川県金沢市）

▲金沢市内の浸水状況

期間降水分布（7月27日～29日）

※気象庁発表資料

富山県南砺市
小院瀬見 272mm（※1）

石川県金沢市
芝原橋 254mm（※2）

※１ 国土交通省データ（28日の累計雨量）
※２ 石川県データ（28日の累計雨量）
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中部中部
地方地方

８月２６日～３１日／平成２０年８月末豪雨
最大１時間降水量の観測史上第１位を更新する猛烈な雨を観測

おとがわ あかがわ

愛知県管理の乙川、赤川で堤防が決壊
河川のはん濫などにより
愛知県では４,０００棟を超える浸水被害が発生

本州上に停滞していた前線に向かって南から非常に湿った空気が流
れ込み、大気の状態が不安定となり、各地で最大１時間降水量の観測
史上１位を更新する猛烈な雨となった。

愛知県が管理する乙川や赤川において堤防が決壊するなど各地で河
川のはん濫等による浸水被害が発生した。

この雨により中部地方では、死者３名、家屋の全壊４棟、半壊１棟、
一部破損３棟、床上浸水１,１４２棟、床下浸水３,３２６棟の被害と
なった。（※）

（平成２０年９月１０日２１時１５分時点消防庁調べ）
※一般被害には名古屋市の住家被害（半壊１世帯、一部破損１世帯、床上1,149世帯、

床下8,060世帯）を含まない
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□最大１時間降水量
一宮観測所（一宮市）

１２０ｍｍ（観測史上最大）
参考：観測上２番目の約１．６倍

岡崎観測所（岡崎市）
１４６．５ｍｍ（観測史上最大）
参考：観測史上２番目の約２．７倍

□最大１時間降水量
一宮観測所（一宮市）

１２０ｍｍ（観測史上最大）
参考：観測上２番目の約１．６倍約１．６倍

岡崎観測所（岡崎市）
１４６．５ｍｍ（観測史上最大）
参考：観測史上２番目の約２．７倍約２．７倍

一宮観測所（気象庁）における年最大１時間降水量の推移 岡崎観測所（気象庁）における年最大１時間降水量の推移

H16.7.10

76mm/時間

過去最多の約1.6倍の雨量 過去最多の約2.7倍の雨量

H12.9.12

55mm/時間

H20.8.28

146.5mm/時間

H20.8.28

120mm/時間

愛知県の降雨状況

こうた

▲赤川の堤防決壊状況（愛知県幸田町）

赤川

広田川

※気象庁データより河川局作成
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りゅうせんじ みかわ

▲竜泉寺川「三河橋」の落橋（愛知県岡崎市）
▲幸田町内の浸水状況

▲岡崎市内の浸水被害 ▲同左

やぎゅう

▲豊橋市内の浸水状況（愛知県：柳生川のはん濫による）
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９月２日～３日／低気圧に伴う大雨

２４時間雨量６００ｍｍを超える雨を観測
岐阜県では河川のはん濫などにより浸水被害が発生

い び ようろう

▲揖斐川の出水状況（岐阜県養老町上空）

くいせ

▲杭瀬川の出水状況（岐阜県大垣市） ▲同左

平常時平常時 平常時平常時

出水時出水時 出水時出水時

どろ

▲大垣市内の浸水状況（岐阜県：泥川のはん濫による）

相川

泥川

日本海と四国沖にある低気圧の影響で暖かく湿った空気が東海地方
に流れ込み岐阜県・三重県を中心に各地で１時間雨量１００ｍｍ、２
４時間雨量６００ｍｍを超える雨を観測した。

この雨により岐阜県が管理する泥川がはん濫するなど、床上浸水２
５棟、床下浸水１５１棟の被害となった。

（平成２０年９月４日１６時時点岐阜県調べ）

中部中部
地方地方
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７月２８日／前線性豪雨
時間雨量１００ｍｍを超える猛烈な雨を記録
京都府では河川のはん濫などにより

５００棟を超える浸水被害が発生

ふくだ きょうたんご

▲福田川の出水状況（京都府京丹後市）

▲京丹後市内の浸水状況（京都府：福田川のはん濫による）

近畿近畿
地方地方

期間降水分布（7月28日～29日）

京都府京丹後市

日本海にある前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込み、大気の
状態が非常に不安定となり近畿地方の北部、中部を中心に雷を伴い１
時間に１００ｍｍを超える猛烈な雨となった。

この雨により京都府が管理する福田川等がはん濫し、京丹後市にお
いて４００棟を超える浸水被害が発生したほか、近畿地方では、死者
６名、床上浸水２２棟、床下浸水５６４棟の被害となった。

（平成２０年９月９日１８時時点消防庁調べ）

７月５日／局地的な強雨
時間雨量５０ｍｍを超える非常に激しい雨を記録
広島県で河川のはん濫などにより

１００棟を超える浸水被害が発生

５日未明から朝方にかけ、南から暖かく湿った空気が中国地方に流れ込み大気の状態が非常に不安定となり、活発
な積乱雲が次々と発生した。広島県福山市を中心に１時間雨量５０mmを超える非常に激しい雨を記録し、広島県が
管理する手城川が氾濫するなどして床上浸水１０棟、床下浸水１０６棟の被害となった。

（平成２０年７月５日１６時時点広島県調べ）

中国中国
地方地方

てしろ ふくやま

▲手城川のはん濫状況（広島県福山市）

平常時平常時
平常時平常時

▲福山市内の浸水状況（広島県：手城川のはん濫による）

※気象庁発表

出水時出水時 出水時出水時
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６月２９日／梅雨前線
総雨量３００ｍｍを超える雨を観測
徳島県、高知県では河川のはん濫などにより浸水被害が発生

四国四国
地方地方

▲江の川のはん濫状況（高知県安芸市）

あなん ふくい

▲阿南市内の浸水状況（徳島県：福井川のはん濫による）

あ き え

▲安芸市内の浸水状況（高知県：江の川のはん濫による）

梅雨前線が活発化しながら四国付近を通過。徳島県、高知県を
中心に強い雨雲が次々と発生し、１時間雨量５０ｍｍ、総雨量３
００mmを超える強い雨となり、河川が氾濫するなどして各地で浸
水被害発生した。

この雨により徳島・高知両県で家屋の全壊１棟、一部損壊２棟、
床上浸水５９棟、床下浸水１３２棟の被害となった。

（平成２０年６月３０日１７時００分時点徳島県調べ）
（平成２０年６月２９日１８時４８分時点高知県調べ）

６月１７～１９日／台風１３号
総雨量４００ｍｍを超える雨を観測
宮崎県では河川のはん濫などにより浸水被害が発生

九州九州
地方地方

宮崎県では台風１３号の接近に伴い、台風をとりまく
非常に発達した雨雲の影響で１時間雨量５０ｍｍ、総雨
量４００mmを超える非常に激しい雨となり、河川のは
ん濫などにより各地で浸水被害が発生した。

この雨で、宮崎県において家屋の全壊２棟、床上浸水
１１棟、床下浸水１４６棟の被害となった。

（平成２０年９月１９日１６時時点宮崎県調べ）

か え だ

▲加江田川の出水状況（宮崎県宮崎市）

くしま いちき

▲串間市内の浸水状況（宮崎県：市木川のはん濫による）

※気象庁発表資料

期間降水分布及び台風経路図
（9月17日9時～19日9時）
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平成20年5月8日
茨城県沖地震

M7.0（最大震度5弱）

平成20年6月14日
岩手・宮城内陸地震
M7.2（最大震度6強）

平成20年7月5日
茨城県沖地震

M5.2（最大震度5弱）

平成20年7月24日
沖縄本島近海地震
M6.1（最大震度5弱）

平成20年7月24日
岩手県沿岸北部地震
M6.8（最大震度6弱）

平成19年4月15日
三重県中部地震

M5.4（最大震度5強）

平成19年7月16日
新潟県中越沖地震
M6.8（最大震度6強）

平成19年10月1日
神奈川県西部地震
M4.9（最大震度5強）

平成19年8月18日
千葉県南部地震

M4.8（最大震度5弱）

平成19年3月25日
能登半島沖地震

M6.9（最大震度6弱）

平成20年1月26日
石川県能登地方地震
M4.8（最大震度5弱）

最大震度６強

最大震度６弱

最大震度５弱

最大震度５強

平成20年9月11日
十勝沖地震

M7.1（最大震度5弱）

最大震度５弱以上の地震発生状況（平成最大震度５弱以上の地震発生状況（平成1919年～年～2020年年1010月月1919日）日）

平成２０年岩手・宮城内陸地震の被害状況

いわい いちののばら

▲磐井川における河道閉塞（岩手県一関市市野々原地区）

まつるべ

▲国道３４２号祭畤大橋の落橋（岩手県一関市）

磐井川

磐井川

←荒砥沢ダム

荒砥沢ダム貯水池→

あらとざわ くりはら

▲荒砥沢ダム貯水池周辺の地滑り（宮城県栗原市）

※気象庁資料を基に河川局作成
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局地的集中豪雨による中小河川の水害や水難事故に対する局地的集中豪雨による中小河川の水害や水難事故に対する
国土交通省の取り組み国土交通省の取り組み

地球温暖化に伴う局地的集中豪雨による被害の軽減に向けた検討について 
 
（趣旨） 
地球温暖化によるものと懸念される局地的な集中豪雨による被害が全国各地で発生して

いる。この７月２８日には、金沢市の浅野川において大規模な水害が発生するとともに、神

戸市の都賀川において突然の出水による水難事故が発生した。今後、地球温暖化の進行に伴

う気候変化の激化により、このような中小河川における洪水被害や水難事故の拡大が懸念さ

れている。 
中小河川は、流域が小さく、降った雨が素早く流出してくる特性を持つ。近年では、市街

地における透水性の低下や森林の荒廃による保水力の低下などによって、流出の速度は早ま

る傾向にある。また、河川環境に対する国民のニーズに応え、特に都市部では、親水性の河

川空間の創出を進めてきており、多くの利用がなされている。こうした中で、流出の早い局

地的な集中豪雨の増加に対して適切な河川管理を行い、洪水被害の軽減、水難事故の回避を

図る必要がある。 
ところが、局地的に強い降雨による洪水を予測することは難しく、大きな流域の河川のよ

うに降雨や水位を感知してからの対応では間に合わないことも多い。また、現状では河川内

の利用者には、突発的な洪水の情報を伝えることが難しい。このため、短時間の降雨予測や

洪水予測の精度の向上、降雨や水位の観測体制の強化、降雨や洪水の情報伝達の迅速化、情

報周知の徹底など局地的な集中豪雨に対しての対応を強化する必要がある。 
このような状況を踏まえ、国が管理しているような大きな流域の河川とは異なる特性を持

つ中小河川において、水害や水難事故に対し「犠牲者ゼロ」を確実なものとするため必要な

河川管理のあり方について、既設の「気候変動に適応した治水対策検討小委員会」において

検討することとした。 
なお、具体的な検討にあっては、中小河川の管理のあり方と都市河川の水難事故の二つの

課題について、「気候変動に適応した治水対策検討小委員会」において審議を行うこととす

るが、審議の円滑化を図るため、河川局内にそれぞれ専門家や自治体の関係者を構成メンバ

ーとするワーキンググループを設置し、年内を目途に取りまとめを行う。 
 
（検討体制） 

気候変動に適応した治水対策検討小委員会（既設）

中小河川における 
水難事故防止策検討ＷＧ 

（平成20 年 9月8日設立） 

中小河川における 
局地的豪雨対策ＷＧ 

（平成20 年 9月24日設立） 

検討結果を報告 

小委員会メンバーを共有 


